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１
　
月

３
　
月

４
　
月

５
　
月

６
　
月

２
　
月

◎
消
防
出
初
式
（
６
日
）

◎
成
人
式
（
13
日
）

　

４
７
９
人
が
新
成
人
と
な
る
。

◎
新
春
賀
詞
交
歓
会
（
15
日
）

◎
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
関
す
る
協

定
、
災
害
時
に
お
け
る
介
護
員
派
遣
に

関
す
る
協
定
締
結
（
１
日
）

　

市
内
の
医
療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
５

団
体
と
締
結
。

◎
防
災
訓
練
（
11
日
）

　

平
潟
漁
港
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
防
災
訓

練
お
よ
び
追
悼
式
を
開
催
。
ま
た
、
鮟

鱇
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
を
開
催
。

◎
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
執
行
（
24
日
）

　

定
員
20
名
と
な
る
。
投
票
率
59
．
11
％

◎
防
災
行
政
無
線
設
置

　

市
内
51
箇
所
設
置
。
25
年
度
は
10
箇
所

追
加
設
置
予
定
。

　

防
災
行
政
無
線
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス

◎
地
域
交
通
利
用
券
申
請
開
始

　

今
年
で
２
年
目
と
な
る
65
歳
以
上
を
対

象
と
し
た
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
制
度
。

　

２
５
６
４
人
に
交
付（
11
月
１
日
現
在
）

◎
五
浦
岬
公
園
の
映
画
「
天
心
」
オ
ー
プ

ン
セ
ッ
ト
展
示
公
開

◎
第
１
回
市
議
会
定
例
会
（
６
〜
21
日
）

　

25
年
度
予
算
な
ど
33
件
可
決
。

◎
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
（
22
日
）

　

千
葉
県
四
街
道
市
と
締
結

◎
医
療
費
無
料
化
拡
大
（
12
歳
ま
で
）

◎
第
２
次
き
た
い
ば
ら
き
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

今
後
５
年
間
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
。

◎
高
速
バ
ス
北
茨
城
イ
ン
タ
ー
停
留
所
経

由
運
行
開
始
（
１
日
）

　

北
茨
城
イ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
市
営
駐

車
場
を
整
備
。

◎
第
１
回
市
議
会
臨
時
会
（
５
日
）

　

市
議
会
正
副
議
長
、
監
査
委
員
等
選
任
。

◎
磯
原
駅
前
交
番
運
用
開
始
（
10
日
）

　

磯
原
地
区
交
番
が
磯
原
駅
西
へ
移
転
。

◎
第
３
回
中
郷
石
岡
さ
く
ら
祭
り（
14
日
）

　

今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、
葉
桜
の
中

の
開
催
と
な
る
。
約
２
５
０
０
人
参
加
。

防災訓練　　追悼式

◎
北
茨
城
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名

称
募
集
（
１
日
〜
６
月
20
日
）

　

全
国
か
ら
２
５
４
２
点
の
応
募
が
あ
る
。

◎
災
害
時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す
る

協
定
締
結
（
16
日
）

　

静
岡
県
小
山
町
お
よ
び
茨
城
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
県
北
支
部
と
締
結
。

◎
今
後
の
住
ま
い
に
関
す
る
住
民
説
明
会

　
（
２
日
）

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
に
あ
っ
た

方
々
の
今
後
の
住
ま
い
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
磯
原
地
区
、
平
潟
地
区
の
２
箇

所
で
開
催
。
計
66
世
帯
88
人
が
参
加
。

◎
第
２
回
市
議
会
定
例
会（
４
日
〜
18
日
）

　

補
正
予
算
な
ど
21
件
可
決
。

左
「
こ
う
ち
ゃ
ん
」
右
「
あ
ん
ち
ゃ
ん
」

市政 ニュース市政 ニュース市政 ニュース市政 ニュース市政 ニュース市政 ニュース
2013年

こ の １ 年

　

昨
年
末
の
政
権
交
代
で
安
部
内
閣
が
誕
生
し
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
る

経
済
政
策
に
よ
り
景
気
回
復
が
期
待
さ
れ
る
中
、
10
月
に
は
来
年
４
月
か
ら
の

消
費
税
を
８
％
に
決
定
、
経
済
に
対
す
る
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
９
月
に
は
２
０
２
０
年
夏
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
が
決
定
し
、
明
る

い
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
た
出
来
事
を
中
心
に
、
２
０
１
３
年
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
　
〜
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
〜
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８
　
月

９
　
月

10
　
月

11
　
月

７
　
月

よう・そろー　リニューアル

市民夏まつり　復興実現祭

◎
第
１
回
関
本
町
小
中
一
貫
教
育
校
設
置

協
議
会
開
催
（
３
日
）

　

22
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
28
年
度
の

開
校
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
協
議
検

討
を
行
う
。
11
月
ま
で
に
５
回
開
催
。

◎
廃
棄
物
と
環
境
を
考
え
る
協
議
会
加
盟

団
体
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
（
12

日
）

　

１
都
５
県
65
市
町
村
に
よ
る
災
害
時
相

互
応
援
協
定
で
、
広
域
で
あ
る
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
相
互
協
力
を
行
う
。

◎
漁
業
歴
史
資
料
館
よ
う
・
そ
ろ
ー
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
13
日
）

　

震
災
復
旧
工
事
が
完
了
し
式
典
が
行
わ

れ
る
。
展
示
室
も
一
新
さ
れ
、「
漁
港

の
町
・
北
茨
城
」、「
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
」

な
ど
を
紹
介
。

◎
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
執
行
（
21
日
）

　

投
票
率
47
．
75
％
。

◎
防
災
集
団
移
転
に
関
す
る
住
民
説
明
会

　
（
28
日
）

　

防
災
集
団
移
転
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

磯
原
地
区
、
平
潟
地
区
の
２
箇
所
で
開

催
。
計
65
世
帯
83
人
が
参
加
。

◎
甲
状
腺
超
音
波
検
査
説
明
会
（
３
日
）

　

福
島
原
発
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質
の

健
康
被
害
に
対
す
る
不
安
軽
減
の
た

め
、
９
月
末
か
ら
開
始
さ
れ
る
甲
状
腺

超
音
波
検
査
対
象
の
保
護
者
に
対
し
説

明
会
を
行
う
。
全
３
回
開
催
。
１
１
６

６
人
が
検
査
を
希
望
。

◎
ヒ
ロ
シ
マ
で
学
ぶ
平
和
へ
の
旅

　
（
７
〜
９
日
）

　

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
68
人
が
参
加

し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を

自
分
た
ち
の
目
と
耳
で
学
ぶ
。
今
年
で

３
回
目
と
な
る
。

◎
市
民
夏
ま
つ
り　

復
興
祭
（
18
日
）

　

約
10
万
人
が
参
加
。
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
こ
う
ち
ゃ
ん
」
初
お
披
露
目

と
な
る
。

◎
高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
協
力
に
関
す

る
協
定
締
結
（
20
日
）

　

金
融
機
関
、
JA
、
日
本
郵
便
、
新
聞
・

ガ
ス
販
売
店
等
25
団
体
と
締
結

◎
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
開
催
（
26
日
）

　

27
年
４
月
に
新
制
度
へ
移
行
す
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
対
し
更
な
る
充
実

を
図
る
た
め
、
15
人
の
委
員
に
よ
り
協

議
検
討
を
行
う
。

◎
気
象
庁「
特
別
警
報
」発
表
開
始（
30
日
）

◎
全
国
中
学
校
体
育
大
会
出
場

　

軟
式
野
球
（
中
郷
中
）、柔
道
（
磯
原
中
）、

相
撲
（
中
郷
中
、
磯
原
中
）
の
３
種
目

出
場
。

◎
第
３
回
市
議
会
定
例
会
（
３
〜
20
日
）

　

24
年
度
決
算
な
ど
14
件
可
決
。

◎
茨
城
県
知
事
選
挙
執
行
（
８
日
）

　

投
票
率
32
．
59
％
。

◎
敬
老
の
日
（
16
日
）

　

市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
は
27

人
と
な
る
。

◎
災
害
公
営
住
宅
入
居
者
募
集
開
始

　
（
17
日
〜
10
月
18
日
ま
で
）

　

災
害
公
営
住
宅
１
１
０
戸
。
26
年
３
月

入
居
予
定
。

◎
映
画
「
天
心
」
先
行
上
映
（
21
〜
28
日
）

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
上
映
会
が

行
わ
れ
、
８
日
間
で
１
７
６
８
人
が
訪

れ
た
。

◎
25
年
度
北
茨
城
市
産
米
の
安
全
性
確
認

さ
れ
る
（
25
日
）

　

放
射
性
物
質
検
査
の
結
果
、
放
射
性
物

質
は
検
出
さ
れ
ず
、
安
全
性
が
確
認
さ

れ
る
。

◎
甲
状
腺
超
音
波
検
査
開
始
（
30
日
）

　

初
回
は
72
人
が
受
診
さ
れ
る
。
11
月
末

日
現
在
７
５
１
人
が
受
診
。

◎
第
25
回
雨
情
の
里
港
ま
つ
り
（
３
日
）

　

約
８
万
人
が
秋
の
味
覚
を
堪
能
す
る
。

◎
子
ど
も
議
会
（
19
日
）

　

今
年
で
４
回
目
と
な
る
子
ど
も
議
会
。

小
学
生
14
人
中
学
生
９
人
の
議
員
が
、

市
執
行
部
に
対
し
一
般
質
問
を
行
う
。

◎
特
別
住
民
票
交
付
（
１
日
）

　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
う
ち
ゃ

ん
」「
あ
ん
ち
ゃ
ん
」
に
特
別
住
民
票

が
交
付
さ
れ
る
。

◎
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
・
フ
ェ
ス
タ
IN
北

茨
城
（
19
日
）

　

６
人
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
被
災
地
で
あ

る
北
茨
城
を
訪
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
２
８
５
人
の
子
ど
も
た
ち
に
元
気
と

笑
顔
を
届
け
る
。

市政 ニュース市政 ニュース市政 ニュース市政 ニュース市政 ニュース市政 ニュース
2013年

こ の １ 年
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表紙解説

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
み
ど
り
の
た
ま
ご
」

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
み
ど
り
の
た
ま
ご
」

　

み
な
さ
ん
は
こ
こ
数
年
、
秋
に
な
る
と

田
ん
ぼ
の
脇
に
置
い
て
あ
る
大
き
な
「
み

ど
り
の
た
ま
ご
」
に
お
気
づ
き
で
す
か
。

こ
れ
は
縦
横
80
㎝
重
さ
１
８
０
㎏
の
Ｗ
Ｃ

Ｓ
（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
：
稲

発
酵
粗
飼
料
）
と
い
う
牛
の
餌
で
す
。
表

紙
写
真
は
、
そ
の
収
穫
作
業
の
様
子
で
す
。

　

作
業
で
は
、
稲
は
専
用
の
コ
ン
バ
イ
ン

で
刈
り
取
ら
れ
、
ロ
ー
ル
状
に
ま
と
め
ら

れ
る
と
同
時
に
、
別
の
機
械
で
緑
色
の
ビ

ニ
ー
ル
で
梱
包
し
収
穫
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
田
ん
ぼ
で
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
は
じ
め
と
し
た
食
用
米
を
生
産
し
て
い

ま
し
た
が
、
食
生
活
の
変
化
な
ど
か
ら
、

米
の
消
費
量
が
減
少
し
値
段
が
下
が
り
、

価
格
を
維
持
す
る
た
め
生
産
量
の
調
整
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
米
の
生
産
を
調
整
す

る
一
方
で
、
国
は
農
業
者
経
営
所
得
安
定

対
策
と
し
て
、
米
な
ど
の
販
売
価
格
が
生

産
コ
ス
ト
を
常
に
下
回
っ
て
い
る
農
産
物

を
対
象
と
し
て
そ
の
差
額
を
生
産
者
に
直

接
補
償
し
農
業
経
営
の
安
定
と
国
内
の
農

業
生
産
力
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
る

安
心
・
安
全
な
飼
料
を
牛
に
与
え
、
そ
の

堆
肥
を
田
ん
ぼ
に
還
元
す
る
と
い
う
耕
畜

連
携
に
よ
る
地
域
循
環
型
農
業
を
推
進
し
、

市
独
自
の
上
乗
せ
助
成
を
行
い
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
や
飼
料
用
米
の
普
及
は
、

稲
作
農
家
や
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
は
も

と
よ
り
、
田
ん
ぼ
の
耕
作
を
継
続
す
る
こ

と
で
雨
水
の
調
整
や
自
然
豊
か
な
動
植
物

な
ど
の
生
態
系
や
景
観
の
保
全
な
ど
田
ん

ぼ
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
始
め
た
こ
の
取
り
組

み
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
と
飼
料
用
米
の
作
付

面
積
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
始
ま
り
、
今

年
度
の
作
付
け
は
約
１
３
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
ま
で
広
が
り
、
食
用
米
の
生
産
調
整
も

大
幅
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

耕畜連携による地域循環型農業

問
農
林
水
産
課
農
政
係（金

澤
）
内
３
８
３

問
秘
書
課
秘
書
係
（
酒
井
）
内
２
０
２

WCS 用稲、飼料用米の取組状況

年度 WCS 用
稲作面積

飼料用米
作付面積 市助成額 食用米生産目標

超過面積

21 4.7 ha 15.3ha 600 万円 144ha

22 22.3 ha 20.5ha 1,284 万円 106ha

23 31.8 ha 70.1ha 3,058 万円 52ha

24 30.2 ha 95.8ha 3,777 万円 16ha

25 34.4 ha 97.6ha 3,961 万円 12ha

　

矢
内
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
か
ら
平
成
13

年
ま
で
陸
上
自
衛
隊
と
し
て
、
第
一
補
給

隊
、
茨
城
地
方
連
絡
部
、
施
設
学
校
な
ど

に
所
属
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
施
設
学
校
で

は
、
陸
上
自
衛
隊
に
与
え
ら
れ
た
任
務
遂

行
能
力
を
強
化
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な

基
盤
と
な
る
教
育
訓
練
、
演
習
、
検
閲
等

の
実
施
に
つ
い
て
、
円
滑
な
処
務
運
営
に

貢
献
さ
れ
、
自
衛
隊
の
充
実
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
４
年
か
ら
21
年
間

保
護
司
と
し
て
活
動
さ
れ
、
法
務
大
臣
表

彰
な
ど
数
々
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
現

在
も
地
域
社
会
の
代
表
と
し
て
更
生
保
護

事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

受
章
お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

【
瑞
宝
単
光
章
】
防
衛
功
労

【
藍
綬
褒
章
】
更
生
保
護
功
績

矢
内　

春
男
さ
ん　

66
歳

鈴
木　

義
久
さ
ん　

76
歳
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年末年始の市役所業務は、次のとおりです。
なお、死亡届や火葬埋葬許可証の申請などは、日直の職員が受け
付けます。市役所東側通用口から入ってお申し出ください。

施設名 休業日 電話番号 施設名 休業日 電話番号

市民サービス
センター 12/28 〜 1/5

南部
30 − 7711 清掃センター 12/29 〜 1/3 46 − 5619

中部
30 − 7712

※ 12/27 ㈮は、通常どおりの収集と、花園、水沼、馬飼、腰越、小川、
才丸、平袖、楊枝方で「もやせるごみ」の特別収集を行います。
※ 12/28 ㈯は、通常通りの収集を行います。清掃センターへの持ち
込み時間は、午前８時 30 分〜正午です。
　ただし、破砕物と震災ごみの持ち込みはできません。
※ 12/29㈰は、華川・関本の一部地域（花園、水沼、馬飼、腰越、小川、
才丸、平袖、楊枝方）を除く市内全域で「もやせるごみ」の特別
収集を行います。ただし、清掃センターへの持ち込み等の通常受
け入れ業務は休止です。

北部
30 − 2100

市民ふれあい
センター 12/28 〜 1/4 42 − 2644

市立図書館 12/27 〜 1/4 42 − 1451 環境センター
（し尿、浄化槽） 12/28 〜 1/5 42 − 0438

葬 祭 場 1/1 〜 1/3 42 − 1293 ※年末のし尿くみ取り・浄化槽清掃は早めに業者へ
磯原清掃サービス　42 − 0622
北茨城市企業衛生　46 − 0221
現代企業サービス　42 − 0459

やすらぎ聖苑 1/1 〜 1/3 44 − 0500

いずみさわ会館 1/1 〜 1/3
※墓参り可 46 − 1700

放射能対策プラザ 12/29 〜 1/3 42 − 0403 歴史民俗資料館
（雨情記念館） 12/29 〜 1/1 43 − 4160

マウントあかね 年中無休 30 − 0606 中郷温泉
通りゃんせ 12/31 〜 1/2 44 − 0026

ガラス工房シリカ
12/29 〜 31

※ 1/1 は午前 6時〜
10 時のみ営業

42 − 3550
【市以外の施設】

天心記念
五浦美術館 12/29 〜 1/1 46 − 5311

漁業歴史資料館
よう・そろー 12/30 〜 1/2 46 − 8600 五浦美術文化研究所

（六角堂） 12/29 〜 1/3 46 − 0766

市
立
総
合
病
院
か
ら

年
末
年
始
休
診
の
お
知
ら
せ

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

　

12
月
28
日
㈯
～
１
月
３
日
㈮
の
期
間
、

一
般
外
来
は
休
診
と
な
り
、
救
急
外
来
の

み
診
療
を
行
い
ま
す
。
小
児
科
診
療
も
休

診
と
な
り
ま
す
の
で
、
小
児
科
診
療
を
ご

希
望
の
方
は
、
日
立
製
作
所
日
立
総
合
病

院
で
の
受
診
と
な
り
、
事
前
連
絡
が
必
要

で
す
。

※
救
急
外
来
は
、
原
則
と
し
て
入
院
加
療

が
必
要
な
方
を
中
心
に
診
察
を
行
っ
て
い

ま
す
。
症
状
、
状
況
に
よ
り
、
診
察
を
行

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
期
間
は
、
例
年
、
多
く
の
方
が
来

院
さ
れ
、
数
時
間
待
ち
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
市
立
総
合
病
院　
　

☎
㊻
１
１
２
１

　

日
立
製
作
所
日
立
総
合
病
院

☎
０
２
９
４
‐
23
‐
１
１
１
１

　

11
月
６
日
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
と

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

災
害
時
に
お
け
る
救
援

資
機
材
の
援
助
や
被
災

者
救
出
、
医
療
活
動
等

の
応
援
等
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

問
総
務
課
防
災
安
全
係

（
金
澤
）
内
３
３
８

市役所の年末年始休日は

です121212月 282828日土 111月 555 日
日

9日間
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障
害
者
手
帳
の
交
付

障
害
年
金
制
度

医
療
費
助
成
制
度

障
害
者
手
当

税
の
控
除
・
減
免

心
身
障
害
者
扶
養
共
済

補
装
具
費
の
支
給

　

障
害
者
手
帳
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
交
付
手
続
き
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
に
障
害
を
持

っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
年
金
の
種
類
に

よ
り
①
障
害
基
礎
年
金
、
②
障
害
厚
生
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
①
は
市
保
険
年

金
課
医
療
年
金
係
（
内
１
８
５
）、
②
は

日
立
年
金
事
務
所
（
☎
０
２
９
４
‐
24
‐

２
１
９
３
）
へ
。

○
医
療
福
祉
費
助
成
制
度
（
マ
ル
福
）

　

医
療
機
関
に
支
払
う
医
療
費
の
う
ち
、

医
療
保
険
対
象
金
額
の
一
部
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

　

対
象
は
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級

（
内
部
障
害
は
３
級
）、
②
療
育
手
帳 

Ⓐ

〜
Ａ
、
③
精
神
障
害
を
事
由
に
障
害
年
金

１
級
を
受
給
す
る
方
。
詳
し
く
は
市
保
険

年
金
課
医
療
年
金
係
（
内
１
８
８
）
へ
。

○
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）

　

18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
に
記
載

さ
れ
た
障
害
の
程
度
軽
減
や
そ
の
維
持
を

図
る
た
め
、
特
定
の
医
療
を
受
け
た
場
合

に
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
１
割
と
な
る

制
度
で
す
。
所
得
に
応
じ
負
担
上
限
額
が

設
定
さ
れ
ま
す
。

○
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

　

障
害
を
有
す
る
児
童
、
ま
た
は
罹
患
し

て
い
る
疾
患
を
放
置
す
る
と
将
来
障
害
を

残
す
と
認
め
ら
れ
る
児
童(

い
ず
れ
も
18

歳
未
満
）
で
あ
っ
て
確
実
な
治
療
効
果
を

期
待
し
う
る
場
合
、
必
要
な
医
療
の
給
付

を
保
険
適
用
の
範
囲
内
で
行
う
制
度
で
す
。

○
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）

　

精
神
科
等
で
通
院
に
よ
る
医
療
を
受
け

た
場
合
に
、
自
己
負
担
が
１
割
と
な
る
制

度
で
す
。
所
得
に
応
じ
負
担
上
限
月
額
を

設
定
さ
れ
ま
す
。

・
特
別
障
害
者
手
当

　

精
神
や
身
体
の
重
度
障
害
で
、
常
時
介

護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

・
障
害
児
福
祉
手
当

　

重
度
障
害
で
、
常
に
介
護
を
要
す
る
在

宅
の
20
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
の
障
害
児
を
在
宅
で
育
て
る

保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
市
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
（
内
１
３
２
）
へ
。

　

税
の
障
害
者
控
除
の
う
ち
所
得
税
・
相

続
税
は
日
立
税
務
署
（
☎
０
２
９
４
‐
21

‐
６
３
４
６
）、
市
県
民
税
は
税
務
課
市

民
税
係
（
内
１
５
１
～
１
５
５
）
へ
。

　

自
動
車
税
の
減
免
は
常
陸
太
田
県
税
事

務
所
（
☎
０
２
９
４
‐
80
‐
３
３
１
４
）、

軽
自
動
車
税
の
減
免
は
税
務
課
市
民
税
係

（
内
１
５
１
～
１
５
５
）
へ
。

　

心
身
障
害
者
（
児
）
の
保
護
者
が
毎
月

一
定
額
の
掛
け
金
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
が
死
亡
ま
た
は
著
し
い
身
体
障
害

を
負
っ
た
場
合
に
、
心
身
障
害
者
（
児
）

に
終
身
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

身
体
障
害
を
持
つ
方
が
車
い
す
等
の
補

装
具
を
製
作
ま
た
は
修
理
す
る
場
合
、
そ

の
費
用
の
９
割
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度

で
す
。
支
給
さ
れ
る
補
装
具
の
種
類
と
、

そ
の
対
象
と
な
る
障
害
は
表
の
と
お
り
。

　

障
害
者
週
間
は
、す
べ
て
の
人
が
障
害
者
福
祉
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
て

い
く
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
16
年
６
月
に
改
正
さ
れ
た
障

害
者
基
本
法
の
中
で
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
障
害
者
福
祉
に
関
す
る

制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
ま
す

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

障
害
者
福
祉
制
度

障
害
者
福
祉
制
度

障
害
者
福
祉
制
度

身体障害者手帳 療 育 手 帳 精神障害者保健福祉手帳

対
　
象
　
者

次の機能に障害のある方
視覚、聴覚・平衡、音声・
言語、そしゃく、肢体不
自由、心臓、腎臓、呼吸
器、ぼうこうまたは直腸、
小腸、ヒト免疫不全ウィ
ルスによる免疫、肝臓※

知的機能の障害が発達期
（概ね 18 歳まで）に現れ
たことにより、日常生活
に様々な支障が生じてい
るため、何らかの特別な
援助を必要とする方

精神的な病気により、日
常生活に支障のある方

必
要
書
類

①診断書
②顔写真２枚
　縦４㌢横３㌢
　１年以内に撮影のもの
　プリンタ印刷写真不可
③印鑑（認印可）
④預金通帳
　（新規申請者のみ）

下記機関での判定が必要
です（要予約）。

【18 歳未満】
県福祉相談センター
日立児童分室
☎ 0294−22−0294
※偶数月の第２水曜日に
限り 18 歳以上でも判
定可能な場合もありま
す。

【18 歳以上】
県福祉相談センター
☎ 029−221−4150

①診断書または障害年金
証書など
②顔写真１枚
　縦４㌢横３㌢
　１年以内に撮影のもの
　プリンタ印刷写真不可
③印鑑（認印可）

手
続
方
法

①市役所社会福祉課で診
断書を受け取る。
②都道府県等の指定を受
けた医師に診断書の記
載を依頼する。
③必要書類を持参し社会
福祉課へ申請する。
※通帳は診断書作成料助
成のため必要

①市役所社会福祉課で診
断書を受け取る。
②医師に診断書の記載を
依頼する（障害年金受
給者は①②不要）。
③必要書類を持参し社会
福祉課へ申請する。

※肝臓機能障害は、平成 22 年４月から身体障害者手帳の交付対象になりました。
　対象者：①肝炎（Ｂ型・Ｃ型肝炎を含む）などを原因とする重症の肝機能障害

が 3カ月以上継続していて、日常生活に著しい制限のある方　
　　　　　②肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施している方
　認定基準：主として肝臓機能障害の重症度分類であるChild-Pugh分類で判定し、

3カ月以上グレードＣ（重度）に該当する方が概ね対象となります。
　　　　　ただし、診断前６カ月にアルコールを摂取している方などは対象とな

りません。



7　広報　きたいばらき　12月号

北茨城市役所　☎43ー1111

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

自
動
車
改
造
費
補
助

タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

そ
の
他
の
割
引
制
度

地
域
生
活
支
援
事
業

い
ば
ら
き
身
障
者
等
用
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　利
用
証
制
度

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
障
害
児
通

所
支
援
サ
ー
ビ
ス

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
補
助

な
お
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
必

ず
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
購
入
後
の

事
後
申
請
は
、
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

在
宅
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
下
肢
ま

た
は
体
幹
機
能
障
害
１
～
２
級
）
ま
た
は

療
育
手
帳
Ⓐ
を
お
持
ち
の
方
が
居
宅
内
の

通
行
を
円
滑
に
す
る
改
造
等
を
行
う
場
合

に
、そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す（
増

築
、
改
築
、
新
築
を
除
く
）。

※
年
度
内
に
完
成
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
４
級
以
上
）
を
持

ち
、
道
路
交
通
法
の
運
転
免
許
欠
格
事
由

に
該
当
し
な
い
運
転
適
性
試
験
合
格
者
を

対
象
に
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○主な補装具と支給対象
種　　　類 対象となる障害

義肢（義手・義足）、装具、座位保持
装置、車いす、電動車いす、歩行器、
歩行補助杖

肢体不自由

重度障害者用意思伝達装置 両上下肢機能全廃
言語機能喪失

盲人安全杖、義眼、眼鏡（矯正、遮光、
コンタクトレンズ、弱視） 視覚障害

補聴器 聴覚障害

※介護保険が利用できるときは、介護保険が優先されます。

　

身
体
障
害
者
手
帳
（
上
肢
、
下
肢
、
体

幹
機
能
障
害
１
～
２
級
）
を
持
つ
方
が
、

自
動
車
の
操
向
装
置
等
を
改
造
す
る
場
合

に
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

初
乗
料
金
30
回
分
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
～
２

級
と
１
種
３
級
）、
療
育
手
帳
（ 

Ⓐ
～
Ａ
）、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
～
２
級
）

の
方
。

　

鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
航
空
料
金
、

有
料
道
路
通
行
料
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
、
公

共
施
設
入
場
料
等
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
手
続
き
が
必
要
な
場
合
あ
り
。

　

対
象
と
な
る
障
害
者
、
高
齢
者
、
難
病

患
者
及
び
妊
産
婦
の
方
に
、
商
業
施
設
等

に
設
置
さ
れ
た
車
い
す
マ
ー
ク
の
駐
車
場

で
利
用
す
る
利
用
証
を
発
行
し
ま
す
。

　

障
害
を
持
つ
方
が
、
日
常
生
活
を
送
る

上
で
、
必
要
な
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
そ

の
障
害
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

○
対
象
者

　

原
則
と
し
て
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
、

対
象
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
難
病
の
方
。

○
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

○
申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の
流
れ

①
必
要
書
類
を
持
参
し
て
社
会
福
祉
課
で

申
請

②
障
害
程
度
区
分
を
決
定
す
る
た
め
に
必

要
な
調
査
を
実
施

③
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成

④
障
害
程
度
区
分
の
決
定
後
に
、
利
用
希

望
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
提
供
事
業
所
と

利
用
契
約

⑤
サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始

○
利
用
者
の
負
担

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
原
則
と
し
て
１

割
の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
障
害
者
の
方
（
配
偶
者
が
い
る

と
き
は
配
偶
者
、
障
害
児
の
と
き
は
そ
の

保
護
者
を
含
む
。）
の
所
得
状
況
に
よ
り
、

負
担
上
限
月
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

る
と
き
は
、
社
会
福
祉
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
に
、
次
の

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
利
用
を
希
望
す

問
社
会
福
祉
課
障
が
い
地
域
福
祉
係

（
佐
藤
、
大
平
）
内
１
３
４
、１
３
７

サ ー ビ ス 名

介護等給付

・居宅介護 ・重度訪問介護 ・同行援護
・行動援護 ・療養介護 ・生活介護
・短期入所 ・重度障害者等包括支援
・共同生活介護（ケアホーム）
・施設入所支援

訓練等給付
・自立訓練（機能訓練、生活訓練）
・就労移行支援 ・就労継続支援
・共同生活援助（グループホーム）

障 害 児
通 所 支 援

・児童発達支援 ・医療型児童発達支援
・放課後等デイサービス
・保育所等訪問支援

○地域生活支援事業の内容

移動支援 日常生活上必要な屋外への移動（通
院・通所等を除く）を支援します。

日中一時支援
家族等の都合で日中の介護が困難に
なった場合、一時的に事業所へ通所
できます（宿泊を除く）。

地域活動支援センター
（無償サービス）

18 歳以上を対象に、日常生活の基本
的な動作指導や集団生活への適応訓
練等を行います。

訪問入浴サービス
日常生活全般に介助が必要で、自宅
の浴室の使用が困難な場合に、入浴
の機会を提供します。

日常生活用具の給付
日常生活に必要な用具を購入する場
合、事前申請により費用の一部また
は全部を所得に応じて給付します。
品目は左表のとおり。

コミュニケーション支援
（無償サービス）

聴覚、言語、視覚の障害を持つ方の
円滑な意思疎通を仲介するため、手
話通訳者等を公的機関や医療機関へ
派遣します。

○日常生活用具一覧
特殊寝台、特殊マット ネプライザー（吸入器）

入浴担架、入浴補助用具 ストーマ装具（蓄便蓄尿袋）
収尿器、紙おむつ

体位変換器・移動用リフト 電気式たん吸引器
訓練いす・訓練用ベッド 酸素ボンベ運搬車
移動・移乗支援用具 盲人用体重計・体温計
便器、特殊便器、特殊尿器 携帯用会話補助装置

頭部保護帽 点字ディスプレイ、点字器、点字タイプライター、
視覚障害者用ワープロ

Ｔ字状・棒状杖 視覚障害者用ポータブルレコーダー

火災警報器、自動消火器 視覚障害者用活字文書読み上げ装置・拡大読書器、
点字図書

電磁調理器 盲人用時計

歩行時間延長信号機用小型送信機 聴覚障害者用通信装置、聴覚障害者用情報受信装
置、情報・通信支援用具、福祉電話

聴覚障害者用屋内信号装置 人工咽頭
透析加湿器 居宅生活動作補助用具
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
の
方

を
対
象
に
脳
ド
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
受
診

料
の
一
部
を
市
で
負
担
し
ま
す
の
で
、
是

非
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

平
成
26
年
２
月
10
日
㈪
～
３
月

17
日
㈪
（
祝
日
を
除
く
月
～
金
。
毎
日

２
人
ず
つ
）

○
受
診
場
所　

北
茨
城
市
立
総
合
病
院

○
個
人
負
担　

５
０
０
０
円

　
（
２
万
３
０
０
円
を
市
が
負
担
）

○
募
集
人
数　

50
人
（
受
付
順
）

○
対
象
者　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入

者
で
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方

　
（
現
在
脳
疾
患
で
治
療
中
の
方
、
23
・
24

年
度
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
方
、
今
年
度

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は
除
く
。）

○
申
込
期
間　

　

12
月
16
日
㈪
～
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

○
申
込
方
法　

保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の

う
え
左
記
へ
（
電
話
申
込
は
不
可
）

申
問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
皆
川
）
内
１
８
６

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
付
書
で

納
付
し
て
い
る
方
で
、
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

保
険
料
の
未
納
が
続
く
と
、

①
延
滞
金
の
徴
収

②
保
険
証
の
有
効
期
間
の
短
縮

③
高
額
療
養
費
な
ど
の
支
給
保
留

な
ど
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

保
険
料
は
速
や
か
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

（
納
付
書
を
紛
失
し
た
と
き
は
再
交
付
し

ま
す
。）

　

保
険
料
を
納
期
ご
と
に
納
め
に
行
く
の

が
大
変
な
方
は
、
口
座
振
替
に
す
る
と
金

融
機
関
等
に
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
安
心
で
す
。
口
座

振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
通
帳
と
通
帳

届
出
印
を
金
融
機
関
に
持
参
の
上
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
振
替
は
、
原
則

申
込
み
の
翌
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
未
納
分
の
保
険
料
や
随
時
分
保
険

料
を
口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。）

　

保
険
料
は
医
療
費
を
賄
う
大
切
な
財
源

で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
一
瀬
、
細
金
）

内
１
８
７

　

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
（
障
害
年

金
・
遺
族
年
金
を
除
く
）
は
、
平
成
25
年

分
の
源
泉
徴
収
票
が
平
成
26
年
１
月
下
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
の
際
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
確
定
申
告

（
準
確
定
申
告
）
に
使
用
す
る
源
泉
徴
収

票
は
、
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
を
出
さ
れ

た
遺
族
の
方
に
、
届
出
後
約
２
ケ
月
程
度

で
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
皆
川
）
内
１
８
６

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
９
３

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５

　

平
成
25
年
度
北
茨
城
俳
句
ポ
ス
ト
大
賞

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
４
５
３
句
、
中
学
生
の
部

５
６
２
句
、
小
学
生
の
部
１
１
０
４
句
の

中
か
ら
、
次
の
皆
さ
ん
が
大
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
（
敬
称
略
）。

○
一
般
の
部　

木
下
サ
タ
（
中
郷
町
）

　

折
り
紙
の　

や
う
に
羅　

た
た
み
け
り

○
中
学
生
の
部　

藤
巻
海
飛

　
（
川
越
市
立
福
原
中
）

　

コ
ッ
ペ
パ
ン　

ジ
ャ
ム
を
た
っ
ぷ
り　

小
鳥
来
る

○
小
学
生
の
部　

鈴
木
大
翔
（
関
一
小
）

　

夏
の
海
で
っ
か
い
波
に
の
っ
た
ん
だ

問
高
齢
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

（
泉
）
内
１
２
２

こうちゃんが、サンタに！
手づくりコスチュームです。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

後
期
高
齢
者

　脳ド
ッ
ク
受
診
者
を
募
集
し
ま
す

後
期
高
齢
者

　脳ド
ッ
ク
受
診
者
を
募
集
し
ま
す

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
つ
い
て

北
茨
城
俳
句
ポ
ス
ト
大
賞

北
茨
城
俳
句
ポ
ス
ト
大
賞

■障害年金のお知らせ
視野の障害の認定基準が変わりました
　平成 25 年６月から眼の障害認定基準が改定され
ました。
　視野の障害２級の基準が一部追加されたため、今
まで該当しなかった方が該当する可能性があります。

問 保険年金課 医療年金係（皆川）　　内１８６
日立年金事務所☎０２９４−２４−２１９３

改正前 両眼の視野が５度以内（Ⅰ/2視標）

※ご自身の障害の状態については、かかりつけの医師にご相談ください。

受けていない方 受けている方
障 害 年 金 を

改正後

（1）両眼の視野が 5度以内（Ⅰ/2視標）
（2）次のいずれにも該当する方も２級に
該当します。
①両眼の視野が 10度以内（Ⅰ/4視標）
②中心 10度以内の８方向の残存視野の
それぞれの角度の合計が 56度以下
（Ⅰ/2視標）

今まで障害年金に該当し
なかった場合も、新たに
請求すれば、該当する可
能性があります。

現在３級と認定されてい
る方も２級になる可能性
があります。前に診査を
受けた日から１年を経過
している方は、年金額の
改定請求を行うことがで
きます。
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

農
業
委
員
会
の
選
挙
で
選
挙
権
を
行
使

す
る
た
め
に
は
、
平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

ま
で
に
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
こ

こ
で
は
登
載
申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
る
場
合

　

生
産
組
合
長
か
ら
申
請
書
が
12
月
下
旬

に
配
布
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
生
産
組
合
長
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
生
産
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

　

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
所
有
し
て
い

る
方
に
は
、
12
月
下
旬
に
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
市
役
所
２
階
の
農
業
委
員

会
ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
の
提
出
が
な
い
と
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
登
載
申
請
す
る
資
格
が
あ
る
方

　

選
挙
人
名
簿
に
登
載
申
請
で
き
る
方
は
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
方
で
す
。

⑴
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
市
内
に
住
所

を
有
す
る
方

⑵
平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
満
20
歳
以
上

の
方

⑶
次
の
①
～
③
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
方　

②
①
に
該
当
す
る
方
の
同
居
す
る
親
族

や
配
偶
者
で
、
年
間
60
日
以
上
の
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
方

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
ま

た
は
株
主
で
年
間
約
60
日
以
上
の
耕

作
に
従
事
し
て
い
る
方

問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
川
﨑
、
大
友
）

内
２
９
１

　10 月 31 日、北茨城自動車学校で高
萩地区交通安全母の会が中心となり、女
性ドライバーを対象とした交通安全教室
が開催され、54 人のみなさんが参加し
ました。
　参加者たちはコースでの実技講習、適
正検査、二輪車等で死角の実験などを行
い、交通事故の原因とその対処法につい
て学びました。これらは、今後各学校等を
通じ交通事故防止活動に役立てられます。

交通安全の意識高揚

女性ドライバー教室開催女性ドライバー教室開催女性ドライバー教室開催

　

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
第
17
回
環
境
標
語
作
品
展
に
お
い
て
、
１
１
９
９

点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
次
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
入
賞
し
、
11
月
19
日
に
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

●
最 

優 

秀 

賞

〈
小
学
生
低
学
年
の
部
〉

い
ら
な
い
で
ん
き　

ス
イ
ッ
チ
オ
フ　

し
ょ
う
え
ね
だ
ま
し
い
ス
イ
ッ
チ
オ
ン　

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
結
衣
（
中
二
小
１
年
）

〈
小
学
生
高
学
年
の
部
〉

僕
の
ゴ
ミ　

出
さ
な
い
努
力
と　

出
す
マ
ナ
ー　
　

奥
寺　

聖
（
平
潟
小
６
年
）

〈
中
学
生
の
部
〉

リ
サ
イ
ク
ル　

姿
を
変
え
て　

ま
た
会
え
る　
　
　

小
林
未
愛
（
中
郷
中
３
年
）

●
優　

秀　

賞　

〈
小
学
生
低
学
年
の
部
〉

　

宮
本
侑
芽　

（
中
妻
小
１
年
）

　

加
藤
舞
桜　

（
華
川
小
１
年
）

　

辻
未
唯
奈　

（
平
潟
小
１
年
）

〈
小
学
生
高
学
年
の
部
〉　

　

橋
本
明
汰　

（
中
二
小
４
年
）

　

齋
藤　

渉　

（
中
二
小
４
年
）

　

濱
野
克
也　

（
石
岡
小
６
年
）

〈
中
学
生
の
部
〉

　

小
川
桃
佳　

（
中
郷
中
１
年
）

　

大
平
真
輝　

（
磯
原
中
１
年
）

　

稲
野
邊
智
也
（
磯
原
中
１
年
）

　

松
本
郁
哉　

（
常
北
中
２
年
）

　

神
白
貴
章　

（
関
本
中
２
年
）

問
生
活
環
境
課
環
境
政
策
係
（
菊
地
、
野
口
）　

内
３
７
３

平
成
25
年
度
環
境
標
語
作
品
展
入
賞
者
決
定
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工場では…
旋盤・プレス機・溶接機

医院では…
医療機器・駐車場舗装・診察台等

サービス業では…
理容・美容器具・遊技器具

農業の方は…
乾燥機・精米機等

テレビゲーム機

飲食店業では…

切削用具・受変電設備等

テーブル・イス・厨房用品・
カラオケ・ネオンサイン・レ
ジスター等

小売店では…
陳列台・ショーケース・レジ
スター・自動販売機・冷蔵庫・
金庫・看板等

償
却
資
産
の
所
有
者
の
方
は

１
月
31
日
ま
で
に
申
告
を

　

償
却
資
産
と
は
、
１
月
１
日
現
在
で
会

社
や
個
人
が
所
有
し
て
い
る
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産
（
構
築
物
や
機
械
な

ど
）
で
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
法
令
で
申
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年

１
月
31
日
㈮
の
申
告
期
限
ま
で
に
左
記
へ

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書

は
税
務
課
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
償
却
資
産
の
例

・
飲
食
店
　
厨
房
設
備
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、

イ
ス
な
ど

・
小
売
業
　
陳
列
ケ
ー
ス
、
自
動
販
売
機
、

冷
蔵
庫
な
ど

・
製
造
業
　
製
造
ラ
イ
ン
、
機
械
、
工
具

な
ど

問
税
務
課 

固
定
資
産
税
係

（
金
澤
、
大
平
）
内
１
５
９

工業統計キャラクター
コウちゃん

平成25年 工業統計調査を実施します
○平成 25 年工業統計調査は、従業員 4人以上の全ての製造事業所を対象に、25 年 12 月 31
日時点で実施します。
○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする政府の重要な
調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。
○調査の結果は、中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基礎資料として
利活用されます。
○調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用することは
絶対にありません。
○調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いします。

問企画政策課 企画調整係（塚原、会沢）　内２３３

　

女
性
の
月
経
が
な
く
な
る
こ
と

を
閉
経
と
い
い
ま
す
。
閉
経
の
平

均
は
50
．
５
歳
で
す
。
閉
経
の
前

後
５
年
合
計
10
年
間
を
更
年
期
と
い
い
ま

す
。
大
ま
か
に
言
う
と
40
代
50
代
の
時
期

と
い
え
ま
す
。
こ
の
時
期
に
い
ろ
い
ろ
な

症
状
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

更
年
期
の
症
状
と
い
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、 

体
の
症
状
と
し
て
、
ホ
ッ

ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
わ
れ
る
、
ほ
て
り
や

の
ぼ
せ
や
上
半
身
の
発
汗
、
肩
こ
り
や
頭

痛
、
動
悸
、
血
圧
が
上
下
す
る
、
全
身
の

だ
る
さ
、
不
眠
な
ど
で
す
。
こ
こ
ろ
の
症

状
と
し
て
は
、
ゆ
う
う
つ
感
や
不
安
・
恐

怖
感
、
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
で
す
。
こ
れ
以
外

に
も
、
吐
き
気
、
食
欲
不
振
、
腹
痛
、
下
痢
、

便
秘
、
し
び
れ
、
知
覚
過
敏
、
口
の
渇
き
、

皮
膚
の
乾
燥
や
か
ゆ
み
、
頻
尿
、
耳
鳴
り
、

の
ど
の
つ
か
え
、
集
中
力
の
低
下
、
関
節

痛
、
腰
痛
な
ど
の
症
状
が
で
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
更
年
期
の
症
状
で
日
常
生

活
に
支
障
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は

更
年
期
障
害
と
い
っ
て
治
療
が
必
要
で
す
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
す
べ
て
更
年

期
障
害
で
し
ょ
う
か
？
い
え
い
え
他
の
病

気
が
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
め
ま
い
は
貧
血
の
た
め
か
も
し
れ

ま
せ
ん
し
、
動
悸
な
ど
は
不
整
脈
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
で
口
が
渇
く

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

他
に
病
気
が
無
い
事

が
確
か
め
ら
れ
た
場

合
に
は
、
更
年
期
障

害
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

閉
経
と
な
る
原
因
は
卵
巣
の
働
き
が
低

下
す
る
た
め
で
す
。
こ
の
こ
と
と
社
会
心

理
的
要
因
（
夫
の
病
気
や
子
ど
も
の
受
験

ま
た
は
親
の
介
護
な
ど
家
族
の
問
題
、
仕

事
や
職
場
の
問
題
、
自
分
自
身
の
健
康
感

や
老
化
な
ど
の
問
題
）
が
重
な
っ
て
様
々

な
症
状
が
お
こ
る
の
で
す
。　

　

治
療
と
し
て
は
、
少
な
く
な
っ
た
女
性

ホ
ル
モ
ン
を
飲
み
薬
や
貼
り
薬
や
塗
り
薬

で
補
う
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
や
、
漢
方
薬

を
内
服
し
た
り
、
抗
不
安
薬
や
抗
う
つ
薬

を
内
服
し
た
り
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
更
年
期
の
時
期
は
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
で
て
く
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
し
、
が
ん
が
発
生
し
や

す
い
年
齢
で
も
あ
り
ま
す
。
骨
そ
し
ょ
う

症
の
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

婦
人
科
検
診
・
が
ん
検
診
も
ふ
く
め
た
健

康
診
断
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。

紙上クリニック紙上クリニック紙上クリニック

北
茨
城
市
立
総
合
病
院

　
　
　

産
婦
人
科　

小
池　

数
与

こ
れ
っ
て
更
年
期
？
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北茨城市役所　☎43ー1111

北茨城市立総合病院の診療体制 平成 25 年 12 月 1 日現在

診 療 科 ※２ 月 火 水 木 金 土※３ 入院受入

内 科

午前
初診 渡邉・加藤

油井 植草・横谷
津田または澁木

（紗）または
渡邉・横谷

細村・油井
植草

澁木（紗）・
油井 当番制

可予約 藤枝・植草
澁木（太） 藤枝・津田 加藤 澁木（太） 藤枝・渡邉 津田・

澁木（紗）

午後 予約 藤枝・植草 藤枝・津田 加藤 澁木（太）・細村
植草・澁木（紗） 藤枝・渡邉 −

専 門 外 来 − − − − − 禁煙外来
油井（第１・３） −

循 環 器 内 科
13：00 〜 16：00

午前 山尾 山尾 − 山尾 非常勤※４

（第１・３） 山尾
可

午後 − − − − 非常勤※４

（第１・３） −

呼 吸 器 科 午前 − − − − 非常勤※５

（第２・4） − −

外 科
午前 小出 田渕

（第２・３）
目黒
小池

宇佐美
小池 小出 小池

可
午後 目黒 − − − − −

産 婦 人 科
13：00 〜 16：00

午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池
可

午後 小池 − − − − −

小 児 科 ※６

一般
外来

午前 小宅 平木 平木 小宅 平木

− −
午後 − − − − 予約外来

平木

健診・注射 予防注射
小宅（午後） − 乳児健診

平木（午後） − −

専門外来 アレルギー外来
黒田（第３） − 神経外来

浜野 − 心臓外来
堀米（第４午後）

泌 尿 器 科
13：00 〜 15：00

午前 − − − 黒田 − −
−

午後 − − − 黒田 − −

脳 神 経 外 科
午前 金子

10:00 〜
− 布施 − − 金子

10:00 〜
−

午後 金子
13:00 〜 14:30

− 布施
13:00 〜 15:00

− − −

整 形 外 科 ※７

13：00 〜 15：00

午前 非常勤 非常勤 非常勤 井上
非常勤 非常勤 土屋

（第１・3）
−

午後 非常勤 非常勤 非常勤 井上
非常勤 非常勤 −

耳 鼻 咽 喉 科 午前 − − − 野村 − 中山 −

皮 膚 科
13：00 〜 16：00

午前 倉持 − − 倉持 − −
−

午後 倉持 − ※月曜は耳鼻科外来、木曜午前中は小児科外来にて診察します。

歯科口腔外科
13：00 〜 15：00

午前 西原 西原 西原 伊藤
吉田（第 1・3） 西原 西原

可
午後 西原 西原 西原 伊藤

吉田（第 1・3） 西原 −

震災こころの
ケ ア 外 来 午後 − 非常勤 − − − − −

※１　　　（網掛け）は予約が必要です。
※２　午前の再来受付は7時30分から11時までです。午後の受付時間は各診療科の下に記載しています。
　　　当院へ受診変更希望、他院からのご紹介で受診の場合は、診療情報提供書をご持参ください。
※３　土曜日の診療は、第１・第３・第５土曜日です。（第２・第４土曜日は休診となります。）
※４・５　循環器科は第１・３金曜日、呼吸器科は第２・４金曜日、茨城県立中央病院の医師による診療となります。	
※６　県北地区小児救急は日立総合病院に集約されています。受診は事前に電話連絡が必要です。（0294−23−1111）
※７　整形外科の診療は12月９、10、11、13日は休診です。

問い合わせ：北茨城市立総合病院　☎４６−１１２１　医事課　田谷、井坂（内線３２１、２３９）
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スポーツ大会の結果
■県北地区中学校新人体育大会
　１０月９日㈬、１０日㈭　北茨城市民球場ほか

※市内の方のみ掲載

団体戦 ○は順位 個人戦 ○は順位
体 操 男 子 ①華川中 体 操 男 子 ①中浦道彦②滑川耀仁③下妻康平（ともに華川）
体 操 女 子 ①華川中②磯原中

体 操 女 子 ①大内光（華川）②関根喜涼（華川）③上圷千華子（磯原）
⑤長峰祐佳（磯原）⑥石塚梨乃（磯原）バスケ男子 ③中郷中

バスケ女子 ③中郷中⑤華川中 テニス男子⑦滝・丹内（中郷） 卓球男子・単②緑川倭（磯原）
テニス男子 ②磯原中⑤中郷中

柔
道
男
子

50kg 級 ①荒井拓海（磯原）②荒川幹（中郷）③荒川聖志（常北）
⑥佐藤智也（磯原）テニス女子 ⑧中郷中

サ ッ カ ー ④常北中 55kg 級 ①鈴木悠祐（中郷）③鈴木温稀（磯原）⑤鈴木伸典（常北）
軟 式 野 球 ①磯原中②関本中⑤常北中 66kg 級 ⑥秋田裕斗（常北） 73kg 級 ③小林隼人（磯原）
卓 球 女 子 ⑦中郷中 81kg 級 ②滝祥太郎（磯原）③小濱幸平（常北）⑤越未来也（中郷）
柔 道 男 子 ②磯原中③常北中 柔

道
女
子

40kg 級 ①松本七海（中郷） 52kg 級 ①髙木ひなた（常北）
柔 道 女 子 ③常北中 48kg 級 ①鈴木沙織（常北）⑤渡辺澪（中郷）
剣 道 男 子 ⑤常北中⑤磯原中 63kg 級 ③酒井詩織（磯原） 70kg 超級 ①鈴木愛理（常北）
剣 道 女 子 ①中郷中③常北中⑤磯原中 剣 道 女 子 ③佐藤愛唯（常北）

■茨城県中学校新人体育大会
　１０月２９日㈫～１１月１日㈮　笠松運動公園体育館ほか

団
　
体

体操男子 ①華川中

陸
　
上

男子100ｍ2年 ⑧鈴木空澄(常北) 女子800ｍ ⑦橋野玲奈(中郷)
体操女子 ②華川中⑦磯原中 男 子 8 0 0 ｍ ⑦小柳隼人(磯原) 女子1500ｍ ④一瀬美結(磯原)
軟式野球 ②磯原中 男子3 0 0 0ｍ ⑥関宗一朗(磯原) 女 子 砲 丸 ⑦亀谷実生(磯原)

個
　
人

体操男子 ③中浦道彦③北村太地(華川) 男 子 走 幅 跳 ①大塚倭(磯原) 女子走
幅　跳

①上圷千華子(磯原)
体操女子 ④大内光⑦関根喜涼(華川) 男子100×4Ｒ ⑧常北中 ⑦鈴木実結(常北)
柔道男子 50kg級：⑤荒川幹(中郷)　81kg級：⑤滝祥太郎(磯原)
柔道女子 52kg級：⑤髙木ひなた(常北)

問 学校教育課（渡邊）内４４０

■県北地区中学校駅伝競走大会　
　１０月２１日㈪　笠松運動公園周回コース

男子の部 ①中郷中③磯原中
区間成績

３区：①加藤流佳（中郷）
女子の部 ②中郷中⑦華川中⑧磯原中 １区：①小川香澄（中郷）

○
と
き　

　

平
成
26
年
１
月
19
日
㈰

○
と
こ
ろ
　

　

磯
原
工
業
団
地
付
近
周
回

○
競
技
部
門　

小
学
生
（
４
年
生
以
上
）・

　

中
学
生
女
子
３
㎞

　

中
学
生
男
子
・
一
般
女
子
５
㎞

　

一
般
男
子
（
39
歳
以
下
）・
壮
年
男
子

（
40
歳
以
上
）
10
㎞

○
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を
左
記
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
生
涯
学
習
課
、
各
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

○
申
込
締
切　

　

平
成
26
年
１
月
７
日
㈪

○
参
加
費　
１
０
０
円

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

　
（
大
山
）
内
４
２
２

第
40
回
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集
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北茨城市役所　☎43ー1111

問 生涯学習課 スポーツ振興係（大山）内４２２

市民クロッケー大会
９月２７日㈮　　関南コート
①磯原ときわ友好会Ａ　②大日本鶴亀会Ａ　
③下小津田寿会　敢闘賞：磯原ときわ友好会Ｂ

市民バスケットボール大会（一般・高校の部）
１０月６日㈰、１３日㈰　　市民体育館

【男子】①ＯＡＥ　②Ｄｒｏｐ　③Ｃｏｐｐｅｒｓ 
【女子】①Ｄｒｏｐ　②Ｌｉｂｅｒｔａ　③中郷ガールズ

市民ミニバスケットボール大会
１０月５日㈯　　市民体育館

【男子】①ＦＩＧＨＴＥＲＳ　②ＮＡＫＡＩＣＨＩ
　　　　③常北ミニバス

【女子】①ＮＡＫＡＩＣＨＩ　②常北ミニバス 
　　　　③精華サンフラワーズ　③華中ジュニア

市長杯少年サッカー大会
１０月１２日㈯　　市民サッカー・ラグビー場

【低学年】①磯原ＦＣ　②精華サッカー 
　　　　　③中郷ＦＣ　敢闘賞：平潟サッカー

【高学年】①磯原ＦＣ　②平潟サッカー
　　　　　③精華サッカー　敢闘賞：中郷ＦＣ

市長旗争奪軟式野球大会
９月８日㈰～１０月６日㈰
市民野球場、雨情の里スポーツ広場
①オールスター　②北原　③ヤンバルクイナ
③Ｃｌｅａｒ

市民ママさんバレーボール大会
１０月２０日㈰　　市民体育館
①黒潮レディース　②明徳クラブ
③関南クラブＡ　敢闘賞：ＭＩＲＡＣＬＥ－Ｇ

市長杯ゲートボール大会
１０月２２㈫　　関南コート
①矢指会　②大津かもめ会
③平潟日の出会　敢闘賞：二つ島はまぎく会

市長杯クロッケー大会
１０月２８㈪　　関南コート
①浜道いこい会　②大津天高会Ａ 
③大日本鶴亀会Ａ　敢闘賞：大津天高会Ｂ

■県北地区新人体育大会　水泳競技の部
　９月１９日㈭　笠松運動公園屋内プール

男
　
子

自 由 形 50 ｍ ③吉野　航 中郷中

女
　
子

自 由 形 50 ｍ ①仙田里奈 磯原中 ②大久保未波 磯原中
背泳ぎ 100 ｍ ①吉野　航 中郷中 自由形 100 ｍ ①仙田里奈 磯原中
平泳ぎ 100 ｍ ①鈴木壱世 華川中 背泳ぎ 100 ｍ ①大久保未波 磯原中 ②宇佐美真衣 華川中
平泳ぎ 200 ｍ ①鈴木壱世 華川中

平泳ぎ 100 ｍ ①亀谷実生 磯原中 ②岡　夏生 常北中
③鈴木みなみ 中郷中

■市民体育大会（剣道の部）
　１０月１２日㈯　北茨城市民体育館

団体戦 第１位 第２位 第３位
小学生低学年 明徳剣道スポーツ少年団 北茨城勇心館
小  学  生 北茨城勇心館 中郷剣友会 A 中郷剣友会 B 明徳剣道スポーツ少年団
中 学 生 男 子 磯原中学校 A 中郷中学校 A
女        子 常北中学校 A 中郷中学校
個人戦 第１位 第２位 第３位

小学 1・2年生 五十嵐海斗 中郷剣友会 川田凌大 明徳剣道 櫛田桜子 中郷剣友会 桑原健人 明徳剣道

小学 3・4年生 有賀玄都 明徳剣道 桑原悠吾 明徳剣道 百百美澪 明徳剣道 小野友翔 勇心館

小学 5・6年生 田﨑　光 中郷剣友会 荒川大和 中郷剣友会 安東隼汰 勇心館 岩﨑悠月 中郷剣友会

中 学 生 男 子 荒川優樹 中郷中 菊地孝平 常北中 豊田大稀 磯原中 馬上光瑠 磯原中

女          子 林　恵里 常北中 佐々木和湖 常北中 長久保有加 中郷中 佐藤愛唯 常北中

■市民テニス大会（ダブルスの部）
　１０月２７㈰　　雨情の里スポーツ広場

男 　 子 ①本田・福島ペア（Ｑｏｏ）　　　　　　　 ②秋山・根本ペア（瀧ＨＰ） 
③山本・柴田ペア（常笑群団／ﾐﾙﾌｨｰﾕ）　　③小野・吉岡ペア（Ｑｏｏ）

女 子 Ａ	
ク ラ ス

①吉岡・坂本（美）ペア（いわき）　　　　②兼本・小林ペア（ミルフィーユ／ NOK） 
③今井・佐藤ペア（ＳＴＥＰ）　　　　　　 ③坂本（ひ）・海野ペア（ミルフィーユ）

女 子 Ｂ	
ク ラ ス

①中野・伊波ペア（ミルフィーユ）　　　　②中居・面川ペア（ミルフィーユ） 
③京谷・中林ペア（ダックス）　　　　　　③山田・矢吹ペア（常笑群団）
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消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
に

　
　
　
　
　

ご
用
心
く
だ
さ
い

「
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
」
と
は
・
・
・

　

サ
イ
ト
業
者
に
雇
わ
れ
た
サ
ク
ラ
が
、

異
性
や
タ
レ
ン
ト
な
ど
に
な
り
す
ま
し
て
、

消
費
者
の
様
々
な
気
持
ち
を
利
用
し
、
サ

イ
ト
へ
の
誘
導
や
メ
ー
ル
交
換
等
の
有
料

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
し
、
そ
の
度
に
支

払
い
を
続
け
さ
せ
る
サ
イ
ト
で
す
。

　

典
型
的
な
手
口
は
、
迷
惑
メ
ー
ル
や
他

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
サ
ク
ラ
に

消
費
者
と
メ
ー
ル
交
換
を
さ
せ
、
そ
の
都

度
消
費
者
に
ポ
イ
ン
ト
を
購
入
さ
せ
ま
す
。

利
用
料
金
は
短
期
間
で
高
額
に
な
り
、
性

別
・
世
代
を
問
わ
ず
、
被
害
に
あ
っ
た
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
は
・
・
・

　

日
頃
か
ら
次
の
点
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
知
ら
な
い
人
か
ら
届
く
メ
ー
ル
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
は
絶
対
返
信
し
な
い
。

②
表
示
を
す
み
ず
み
ま
で
確
認
す
る
。

③
送
受
信
し
た
メ
ー
ル
を
印
刷
す
る
。

④
電
子
マ
ネ
ー
の
シ
ー
ト
を
保
存
す
る
。

⑤
子
ど
も
が
利
用
す
る
機
器
に
は
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
を
す
る
。

　
「
被
害
金
を
取
り
戻
す
」
等
、
簡
単
に

解
決
で
き
る
と
思
わ
せ
る
広
告
や
説
明
を

し
て
、
調
査
費
用
等
を
請
求
す
る
業
者
も

見
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ト

ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
内 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
佐
藤
）
☎
㊸
１
１
０
７

　市内の小・中学校、幼稚園、都市公園、保育所、体育施設などで放射線量を
測定しています。詳細は市ホームページ「新着情報」にも掲載しています。

■常設型モニタリングポスト
　（設置場所：市役所玄関わき）
10月21日～ 11月20日の測定値
・最大値　0.112（11月11日）
・最小値　0.102（10月26日）
■水道水の測定結果
　浄水、原水とも放射性物質は検
出されていません。
■放射線量測定器の貸し出しと
　食品の放射能検査について
　放射能対策プラザ（中郷多目的
集会所内）で受け付けています。

測定値の単位は、すべてマイクロ
シーベルト／毎時です。

測定場所 測 定 値
11月15日

中郷第一 0.08

中郷第二 0.08

石 岡 0.08

精 華 0.08

明 徳 0.06

中 妻 0.07

華 川 0.09

関 南 0.07

大 津 0.09

平 潟 0.09

関本第一 0.06

富士ケ丘 0.08

測定場所 測 定 値
11月15日

中 郷 0.07

磯 原 0.06

華 川 0.06

常 北 0.08

関 本 0.10

測定場所 測 定 値
11月5、7日

石 岡
スポーツ広場 0.11

南 部
運動広場 0.13

市 民
サッカー場 0.06

市 民
野 球 場 0.06

磯原地区
テニスコート 0.09

雨情の里
スポーツ広場 0.10

雨情の里
テニスコート 0.10

関 南
ゲートボール場 0.14

大 津
スポーツ広場

北 部
運動広場 0.11

①小学校（地上 50㎝） ③中学校（地上 1m） ⑤屋外体育施設
（地上 50㎝）

測定場所
測 定 値
11月19日

いそはら
幼 稚 園 0.08

杉 の 子
幼 稚 園 0.08

誠 之 会
幼 稚 園 0.11

旭幼稚園 0.09

⑥私立幼稚園（地上 50㎝）

測定場所
測 定 値
11月１、3、4日

汐見ケ丘
近隣公園 0.08

粟 野
第一公園 0.14

磯 原
中央公園 0.12

五 浦
第二公園 0.11

浜 道
中央公園 0.09

④都市公園（地上 50㎝）

測定場所 測 定 値
11月22日

関 本
保 育 所 0.09

木 皿
保 育 所 0.10

み な み
保 育 園 0.08

磯 原
保 育 園 0.10

大 津
保 育 園 0.08

中 郷
保 育 園 0.10

中 郷
子どもの家 0.11

大 津
子どもの家 0.12

⑦保育所、保育園など
（地上 50㎝）

問 ①③⑥は教育総務課　内４５１
　⑤は生涯学習課　　　内４２０
　④は都市計画課　　　内２８２
　②⑦は社会福祉課　　内１３２

※環境省の定める除染を実施する
要件は、平均 0.23 マイクロシー
ベルト／毎時以上です。

②福祉センター（地上 1m）

測定場所 測 定 値
11月22日

心身障害者
第１福祉センター 0.09
心身障害者
第2福祉センター 0.12

市内の放射線量の測定状況をお知らせします市内の放射線量の測定状況をお知らせします

■ 10 月の測定結果（放射能対策プラザにて測定）
項　　目 測定件数 基準超過件数 測定品目

飲料水 2 0 井戸水

野菜、果物 26 1 柿、キウイ、キャベツ、こごみ（塩漬）、こんにゃく芋、さつまいも（注
1）、サンチュ、しその実、大根、長ネギ、なす、人参、白菜など

穀類 6 0 玄米、白米
魚介、海藻類 26 0 イワシ、カエリ、シラス、モクズガニ

きのこ類 13 3 アミタケ（注 2）、クリタケ、しいたけ（注 2）、なめこ ( 注 2)、はた
けしめじ、舞茸

その他 1 0 イナゴ
( 注 1）「野菜、果物」のうち基準を超過した品目は、「さつまいも」です。
( 注 2）きのこ類のうち基準を超過した品目は、「アミタケ」、「しいたけ」、「なめこ」です。
※基準超過件数は、飲料水は 10 ベクレル／ kg、それ以外は 100 ベクレル／ kg を超えた件数

問 生活環境課 環境保全係（大友）内３７１　　放射能対策プラザ　☎ ㊷０４０３

農産物等の放射性物質濃度測定結果をお知らせします農産物等の放射性物質濃度測定結果をお知らせします



　住みよいまちをつくるためには、皆さんの意見や提案を聴き、市政に反映させることが大
切と考えます。市では平成９年４月から市政の運営に活用する提案制度「私の提案」で、皆
さんからの貴重な意見や要望をお受けしています（送料無料）。

　まちづくり協働課 広報広聴係（鈴木）　　　　１９１

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
一
六
三
〇
番
地

北
茨
城
市
長　

豊　

田　
　
　

稔　
行

料金受取人払郵便
3

日立支店
承　　認

差出有効期間
平成26年3月
31日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

192

あなたの声を市政にあなたの声を市政に

◉北茨城市では、より多くの皆さんの意見をお聴きし
て市政に反映させたいと考えています。あなたの市
政への意見や提案をお寄せください。
◉まず、意見や提案などをこの用紙の裏面に記入くだ
さい。そして、切り取り線に沿って紙面から切り、
封筒をつくって切手を貼らずにお近くのポストに投
函してください。

切り取り線に沿って
紙面から切り取り、
この面が外側になる
ように中央を折って
ください。

あて先を下にして、
のりしろを図のよう
に貼り合わせます。

切手を貼らずそのま
まお近くのポストへ
投函してください。

封筒のつくり方
① ② ③

1 7 8 7 9 0

問 内

私の提案～皆さんの声にこたえます～私の提案～皆さんの声にこたえます～
市政に関する意見や提案をお寄せください

提
言　

市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、

夏
の
一
カ
月
の
利
用
だ
け
で
は
も

っ
た
い
な
い
の
で
、
冬
季
間
は
ス

ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
と
し
て
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
中
郷
町　

女
性
）

市
の
回
答　

ご
提
案
の
あ
っ
た
も

の
で
近
隣
の
活
用
例
と
し
て
は
、

笠
松
運
動
公
園
の
室
内
メ
イ
ン
プ

ー
ル
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

化
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
当
市
市
民
プ
ー
ル
に
お
き

ま
し
て
冬
季
間
は
プ
ー
ル
槽
の
防

水
塗
装
保
護
の
た
め
、
水
張
り
を

し
て
管
理
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

専
用
競
技
場
の
休
眠
期
に
お
け
る

他
競
技
に
よ
る
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
場
の
拡
大
の
観
点
か
ら
、
大
変

有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
多
額
の
費
用
を

伴
う
施
設
の
改
造
等
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
現
時
点
で
の
実
施
は

難
し
い
の
が
現
状
で
す
が
、
今
後

大
規
模
な
改
修
等
を
行
う
際
に
は

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
私
の
提
案
の

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
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私 の 提 案

　「私の提案」では、この手紙のほか、ファックスやホームページ上でも皆さん
からのご意見、ご提案を随時お受けしています。回答を希望される場合は、必
ず住所、氏名、電話番号を記載のうえお送りください。
（ご提案は、個人情報を保護のうえ、広報紙等で紹介されることがあります）。

まちづくりの主人公は、市民の皆さんです。

切り取り線に沿って切り取り、切手を貼らずにそのままポストへ投函してください。

●ファックス　30ー 1350

電話番号

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ

お 名 前

あなたの 〒319-
ご 住 所　北茨城市

あなたの
声を
市政に

の　
　

り　
　

し　
　

ろ

＊市政に関する自由な意見をお書きください。
　また、日常生活や地域の話題等でも結構です。
　回答を希望される場合は、必ず住所、氏名、
　電話番号をご記入ください。

広告募集中
　市では、自主財源の確保と市民の皆さんに
向けての生活情報を提供するため、広告を掲
載する方を募集しています。
★★★★ 申し込み・お問い合わせ ★★★★

◆広告の媒体の種類・規格・掲載料金等

まちづくり協働課 広報広聴係
☎43‐1111（内191）

○広報きたいばらき（新年号を除く）
　下1段通し（46×171㎜）　 18,000円／月
　下1段2分の１（46×84㎜） 10,000円／月
○市ホームページ（値下げしました）
　バナー（60×150ピクセル）  8,000円／月
※6ヶ月以上の連続利用で1ヶ月分、1年以上の
　連続利用で2ヶ月分の長期割引があります。
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磯
原
中
学
校
男
子
卓
球
部
は
、
２
年
生

が
８
人
、
１
年
生
が
11
人
の
全
19
人
が
顧

問
の
髙
橋
訓
先
生
、
菊
地
淳
先
生
の
指
導

の
も
と
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
部
長
の
小
林
龍
珠
さ
ん
と
副

部
長
の
長
崎
慎
大
さ
ん
、
顧
問
の
髙
橋
訓

先
生
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
部
の
雰
囲
気
や
特
色
は
。

　

み
ん
な
仲
が
よ
く
て
、
先
輩
後
輩
の
関

係
も
ふ
く
め
て
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

今
年
入
部
し
た
一
年
生
の
中
に
は
地
元
の

卓
球
ク
ラ
ブ
で
活
躍
す
る
選
手
も
い
て
、

後
輩
か
ら
技
術
的
な
面
で
教
え
て
も
ら
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
練
習
で
大
変
な
こ
と
は
。

　

練
習
は
体
育

館
で
は
な
く
校

舎
の
空
き
教
室

を
使
っ
て
い
る

の
で
、
高
い
ボ

ー
ル
が
打
て
ず

大
変
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、

工
夫
し
て
練
習

し
て
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い

で
す
か
。

　

先
生
か
ら
は
い
つ
も
卓
球
は
一
人
で
は

で
き
な
い
と
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
大
事
に
し
、
部
員
が
ま
と
ま

っ
て
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い
で
す
。

―
今
後
の
目
標
は
。

　

来
年
の
総
体
で
は
団
体
戦
で
県
大
会
に

出
場
す
る
の
が
目
標
で
す
。
今
回
の
新
人

戦
で
は
個
人
戦
で
県
大
会
に
出
場
し
、
団

体
戦
で
は
県
北
大
会
に
出
場
し
た
の
で
こ

の
調
子
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

―
最
後
に
顧
問
の
髙
橋
先
生
か
ら
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

　

普
段
の
練
習
で
は
目
標
が
達
成
で
き
る

よ
う
に
、
部
員
全
員
で
協
力
し
て
技
術
向

上
に
取
り
組
み
、
試
合
で
は
そ
の
成
果
が

発
揮
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

中
郷
第
二
小
学
校
６
年

大
庭 

瑠
月
さ
ん

看
護
師
に
な
り
た
い

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
看
護
師
に
な
る
こ

と
で
す
。
私
の
お
母
さ
ん
と
、
お
姉
ち
ゃ

ん
が
看
護
師
で
、
私
は
ず
っ
と
二
人
が
が

ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
看

護
師
と
い
う
仕
事
は
、
人
の
命
を
あ
ず
か

り
、
助
け
る
。
人
間
に
と
っ
て
無
く
て
は

な
ら
な
い
と
て
も
大
切
な
仕
事
で
す
。

　

私
の
お
姉
ち
ゃ
ん
が
担
当
し
て
い
た
患

者
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
時
、
そ
の
患
者
さ

ん
の
家
族
の
方
が
お
姉
ち
ゃ
ん
に
、
お
礼

を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
患
者
さ
ん
が
亡
く
な
る
前
に
、

「
私
が
死
ん
だ
ら
大
庭
さ
ん
に
わ
た
し
て
欲

し
い
物
が
あ
る
。
親
切
に
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
と
言
っ
て
ほ
し
い
。」
と
言
っ
て

い
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

亡
く
な
る
前
に
患
者
さ
ん
が
看
護
師
に

言
葉
を
残
す
の
は
、
そ
う
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
聞

い
て
、
私
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

看
護
師
と
い
う
の
は
、
夜
勤
で
眠
れ
な

か
っ
た
り
し
て
、
と
て
も
大
変
な
仕
事
で

す
。
で
も
そ
の
分
、
人
の
命
を
助
け
ら
れ

る
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
も
あ

り
ま
す
。
自
分
が
が
ん
ば
れ
ば
、
誰
か
が

笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
と
お
姉
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
心

の
優
し
い
看
護
師
に
な
っ
て
、
一
人
で
も

多
く
の
人
を
笑
顔
に
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

男 子 卓 球 部
磯原中学校

目指せ！
　みんなで県大会
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美
し
く
舞
い
、美
し
く
奏
で
る

芸
能
発
表
会

芸
術
の
秋
、
満
載

小
中
学
校
音
楽
会
開
催

　

11
月
２
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
北
茨
城
市
文
化
協
会
主
催
に
よ
る

「
北
茨
城
市
芸
能
発
表
会
」
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
市
民
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

恵
ま
れ
た
風
土
で
、
心
豊
か
に
芸
能

活
動
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
身
近
に
鑑
賞

し
、
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
文
化
活

動
に
参
加
出
来
る
契
機
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
回

で
34
回
を
迎
え

ま
し
た
。　

　

今
年
は
、
14

団
体
が
参
加
し
、

能
楽
や
民
謡
、

合
唱
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
演
奏
な

ど
様
々
な
芸
能

分
野
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
観

客
は
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
演
目
に

魅
了
さ
れ
、
大

き
な
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
、
市
民
体
育
館
に
お
い
て
、

小
中
学
校
音
楽
会
が
午
前
と
午
後
の
２

部
構
成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
会
は
、
童
謡
「
も
み
じ
」
の
全

員
合
唱
で
開
会
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
が
学
校
ご
と
に
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
多
彩
な
演
奏
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
関
本
中
学
校
で
は
１
～
３

年
生
22
名
に
よ
る
筝
合
奏
「
さ
く
ら
さ

く
ら
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
真
剣
な
表
情
で
筝
に
向
き
合
い
、

会
場
は
し
っ
と
り
と
し
た
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
中
郷
第
二
小
学
校
で
は
、
５
年

生
29
人
に
よ
る
「
ぶ
ち
合
わ
せ
太
鼓
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
演
奏
は
、

太
鼓
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
学
校
の
ご

好
意
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
と
の
お
礼

の
挨
拶
の
後
、
子
ど
も
た
ち
が
ハ
ッ
ピ

姿
で
大
小
幾
つ
も
の
太
鼓
を
威
勢
よ
く

叩
く
と
、
迫
力
あ
る
リ
ズ
ム
が
会
場
に

響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
最
後
に
は
、
学
校

の
垣
根
を
越
え
た
参
加
中
学
校
吹
奏
楽

部
員
に
よ
る
合
同
演
奏
が
行
わ
れ
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
大
合
奏
に
よ
り
会
場
は

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
の
週
末
、
日
頃
の
活
動
の
成
果

を
展
示
発
表
す
る
場
と
し
て
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
公
民
館
ま
つ
り
が
７
つ

の
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

26
、
27
日
の
中
郷
公
民
館
ま
つ
り
は
、

あ
い
に
く
の
荒
天
に
よ
り
屋
外
の
催
し

の
菊
花
展
示
等
を
中
止
し
、
規
模
を
縮

小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
人
た
ち
で
会
場
は
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
中
で
も
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
人
気

で
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
風
の
ペ
ン
立
て

を
作
る
「
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
体
験
」
や
「
お

茶
っ
こ
く
ら
ぶ
」
に
よ
る
茶
道
体
験
が

行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
子
ど
も
た
ち

に
お
茶
の
作
法
を
教
わ
り
な
が
ら
非
日

常
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た
。

各
地
で
公
民
館
ま
つ
り
開
催
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お
い
し
い
お
米
が
で
き
ま
し
た

収
穫
・
脱
穀
そ
し
て
試
食

一
日
図
書
館
員
が
体
験
業
務

図
書
館
ま
つ
り
開
催

秋
の
風
物
詩

第
25
回
雨
情
の
里
港
ま
つ
り
開
催

　

石
岡
小
学
校
で
９
月
27
日
に
米
の
収

穫
体
験
、
そ
し
て
10
月
25
日
に
は
脱
穀

作
業
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
の
は
５
月
に
行
わ
れ
た
田

植
え
体
験
の
お
米
。
農
薬
を
使
わ
ず
に

ア
イ
ガ
モ
農
法
に
こ
だ
わ
っ
て
米
作
り

を
体
験
し
ま
し
た
。
地
元
の
農
家
の
方

の
指
導
の
も
と
、
脱
穀
に
は
昔
使
わ
れ

て
い
た
「
千
歯
こ
き
」
と
「
足
踏
み
式

脱
穀
機
」
を
使
用
し
ま
し
た
。
初
め
て

の
体
験
に
子
ど
も
た
ち
は
「
力
を
入
れ

な
い
と
い
け
な
い
か
ら
少
し
難
し
い
け

ど
、
楽
し
い
！
」
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
一
生
懸
命
脱
穀
作
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

11
月
３
日
の
石
岡
小
ま
つ
り
で
は
、

収
穫
し
た
お
米
で
保
護
者
や
地
域
の
方

が
作
っ
て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
11
月
21
日
の
お
弁
当
の

日
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
作
り
ま
し
た
。
一
か
ら
自
分
た
ち

で
作
っ
た
お
米
を
食
べ
た
子
ど
も
た
ち

は
、「
が
ん
ば
っ
て
み
ん
な
で
作
っ
た

お
米
だ
か
ら
す
ご
く
お
い
し
い
！
」
と

笑
顔
で
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、
市
立
図
書
館
で
図
書
館

ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
の

目
玉
で
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
本
市
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
除
籍
と
な
っ
た
本
が
一
人

10
冊
ま
で
手
に
入
る
と
あ
っ
て
開
館
前

か
ら
お
目
当
て
の
書
籍
を
求
め
、
多
く

の
方
々
が
長
蛇
の
列
を
作
り
、
会
場
は

賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
市
内
の
小
学
生
14

人
が
一
日
図
書
館
員
の
委
嘱
を
受
け
、

本
の
貸
出
や
返
却
な
ど
の
図
書
館
の
業

務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
最
初
は
緊
張

の
面
持
ち
で
し
た
が
、
次
第
に
雰
囲
気

に
も
慣
れ
、
訪
れ
た
利
用
者
に
対
し
笑

顔
で
接
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
大
津
漁
港
で
毎
年
恒
例

と
な
っ
た
雨
情
の
里
港
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
震
災
復
旧
工
事
に
よ
り

今
年
も
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
朝
早
く
か
ら
海
の
幸
、

山
の
幸
を
求
め
て
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、

約
８
万
人
の
人
た
ち
が
秋
の
味
覚
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
漁
業
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
、
約
１
３
０
人
の
参
加
者
が
擬

似
漁
師
体
験
を

楽
し
み
ま
し
た
。

大
漁
の
お
み
や

げ
に
参
加
者
た

ち
は
ご
満
悦
の

様
子
で
し
た
。
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ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３

結
果
発
表

さ
て
、「
こ
う
ち
ゃ
ん
」
は
何
位
？

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
」

で
は
、「
こ
う
ち
ゃ
ん
」
へ
の
投
票
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

11
月
23
、
24
日
に
埼
玉
県
羽
生
市
で
、

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
さ
み
っ
と
in
羽
生
」
が
開

催
さ
れ
、
投
票
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
約
４
５
０
体
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
集
合
し
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
市
の
「
こ
う
ち
ゃ

ん
」
も
参
加
、
グ
ッ
ズ
の
販
売
や
お
客
さ

ん
と
の
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

気
に
な
る
「
こ
う
ち
ゃ
ん
」
の
順
位
は
、

全
国
エ
ン
ト
リ
ー
１
５
８
０
体
中
１
３
３

位
、
茨
城
県
内
で
５

位
と
い
う
結
果
で
し

た
。
来
年
も
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
す
。
皆
さ

ん
、
引
き
続
き
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　

関
本
町
の
大
友
章
さ
ん
は
、
長
年
に
わ

た
り
新
聞
へ
の
投
稿
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
趣
味
の
短
歌
や

現
在
の
政
治
や
農
業
に
対
す
る
意
見
の
ほ

か
、
戦
争
に
関
す
る
提
言
に
わ
た
り
ま
す
。

　

大
友
さ
ん
は
昭
和
16
年
に
徴
兵
さ
れ
、

満
州
に
渡
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
現
地
で

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
が
、
終
戦
間
際
の
ソ

連
軍
の
侵
攻
に
よ
り
抑
留
の
身
と
な
っ
た

た
め
強
制
労
働
に
従
事
す
る
な
ど
、
昭
和

23
年
12
月
に
復
員
す
る
ま
で
実
に
大
変
な

苦
労
を
経
験
さ
れ
ま
し
た
。
復
員
後
は
大

手
電
機
メ
ー
カ
ー
に
復
職
し
、
昭
和
51
年

に
定
年
を
迎
え
る
ま
で
会
社
勤
め
を
し
た

後
、
家
業
の
農
業
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

大
友
さ
ん
が
戦
争
経
験
を
伝
え
る
必
要

性
を
感
じ
た
の
は
、
退
職
後
に
沖
縄
戦
の

悲
惨
さ
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
た
一
冊
の

本
に
出
会
っ
た
こ
と
が
契
機
で
し
た
。
実

際
に
身
を
持
っ
て
過
酷
な
状
況
を
体
験
し

た
大
友
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
経
験

と
重
な
り
、
改
め
て
戦
争
の
愚
か
さ
を
伝

え
ね
ば
な
ら
な
い
と
触
発
さ
れ
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
で
の
日
本
軍
の
犠
牲
者
は
約

３
０
０
万
人
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
大
友
さ

ん
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

も
市
内
で
は
１
１
０
０
余
名
の
方
が
亡
く

な
り
、
県
内
で
は
水
戸
歩
兵
第
二
連
隊
が

投
稿
で
戦
争
の
悲
劇
を
後
世
に
伝
え
た
い

関
本
町
　
大
友
　
章
さ
ん
（
96
歳
）

ペ
リ
リ
ュ
ー
島
で
約
３
７
０
０
人
が
玉
砕

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
死
を
無
駄
に
す

る
こ
と
な
く
、
凄
惨
な
事
実
を
機
会
が
あ

る
毎
に
後
世
に
伝
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
た
そ
う
で
す
。

　

80
歳
の
時
に
は
そ
れ
ま
で
に
投
稿
し
た

記
事
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
た
投
稿
集
を

自
費
出
版
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
新
聞
の
隅
々
に
ま
で
目
を

通
し
、
気
に
な
っ
た
記
事
に
つ
い
て
は
切

り
抜
き
冊
子
に
し
て
綴
り
こ
む
の
が
日
課

で
、
傍
ら
に
は
、
テ
ー
マ
別
に
綴
ら
れ
た

何
冊
も
の
資
料
が
あ
り
ま
し
た
。
地
区
の

公
民
館
祭
り
に
は
毎
年
、
パ
ソ
コ
ン
の
得

意
な
知
人
の
協
力
を
得
て
、
成
果
を
模
造

紙
に
ま
と
め
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
可
能
な
か
ぎ
り
自
ら
の
豊
富
な
経
験

に
裏
付
け
さ
れ
た
提
言
を
発
表
し
て
ゆ
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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市
長
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

消
防
出
初
式
の
ご
案
内

行
政
書
士
無
料
相
談

五
浦
岬
公
園
で
ム
ス
カ
リ
植
栽

　

北
茨
城
市
女
性
連
盟
で
は
、
市

長
と
の
懇
談
会
「
市
長
と
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
」
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は「
北
茨
城
の
こ
れ
か
ら
」

で
す
。
市
長
と
直
接
お
話
し
が
で

き
る
良
い
機
会
で
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

平
成
26
年
１
月
18
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
内
容　

市
政
全
般
に
つ
い
て

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課 

協
働
推

進
係
（
鈴
木
、
助
川
）
内
１
９
２

　

平
成
26
年
出
初
式
を
次
の
と
お

り
挙
行
し
ま
す
。

○
と
き　

平
成
26
年
１
月
５
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
（
午
前
７
時
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
）

○
と
こ
ろ　

　

市
民
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
で

す
。
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と

や
、
各
種
行
政
手
続
き
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
と
き　

　

平
成
26
年
１
月
８
日
㈬

　

午
後
１
時
～
５
時

　
（
相
談
時
間　

一
人
約
40
分
）

　

10
月
30
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴

れ
の
下
、
五
浦
岬
公
園
で
市
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
約
30
人
に
よ
る
ム
ス

カ
リ
の
球
根
の
植
え
付
け
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
訪
れ
る
観
光
客
や
市

民
の
皆
さ
ん
に
四
季
の
花
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
植
栽
に
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
、「
き
れ
い
に
咲
い
て
ほ

し
い
。
春
が
楽
し
み
に
な
り
ま
す

ね
。」
と
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
球
根
を
植
え
ま
し
た
。

　

春
に
濃
青
色
の
花
を
穂
状
に
咲

か
せ
る
ム
ス
カ
リ
の
ほ
か
、
ハ
マ

ギ
ク
や
ハ
マ
ナ
ス
、
シ
バ
ザ
ク
ラ

も
公
園
内
に
植
え
る
予
定
で
す
。

無
料
法
律
相
談

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

で
す
。
土
地
問
題
や
金
銭
貸
借
、

離
婚
、
相
続
な
ど
日
常
生
活
上
の

法
律
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

平
成
26
年
１
月
16
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
相
談
時
間　

一
人
約
20
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
16
人
）。

　

１
月
９
日
㈭
午
前
８
時
30
分
か

ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電

話
☎
㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

広
報
広
聴
係
（
鈴
木
）
内
１
９
１

案  

内

　
（
雨
天
時
は
市
民
体
育
館
）

問
消
防
本
部

（
多
田
）
☎
㊷
０
１
６
１

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
12

月
27
日
㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話
☎

㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
課 

広
報
広
聴
係
（
鈴
木
）
内
１
９
１

ね
ず
み
駆
除
剤
を

無
料
配
布
し
ま
す

生
活
再
建
支
援
制
度
の

申
請
期
限
に
つ
い
て

　

ね
ず
み
の
被
害
で
お
困
り
の
方

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
配
布
場
所

　

市
役
所
生
活
環
境
課

　

各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

○
配
布
期
間　

平
成
26
年
１
月

　

14
日
㈫
～
24
日
㈮

　
（
土
日
除
く
）

※
１
月
19
日
㈰
は
市
役
所
市
民
課

で
配
布
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

（
鉄
）
内
３
７
１

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
に

著
し
い
被
害
を
受
け
た
世
帯
対
し
、

被
害
の
状
況
に
応
じ
て
支
援
金
を

支
給
す
る
生
活
再
建
支
援
制
度
は
、

平
成
26
年
４
月
10
日
が
申
請
期
限

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

市
民
係

（
舟
生
）
内
１
７
２

北茨城市Twitter（ツイッター）配信中

　市ではツイッターを利用し、イベントやくらし
の情報、防災に関する情報などの情報発信を行
っています。ぜひフォローしてください。

　市ではツイッターを利用し、イベントやくらし
の情報、防災に関する情報などの情報発信を行
っています。ぜひフォローしてください。

○名　　　　称　北茨城市（公式）
○アカウント名　＠KitaibarakiCity
　　　　　　　　　

○名　　　　称　北茨城市（公式）
○アカウント名　＠KitaibarakiCity
　　　　　　　　　まちづくり協働課 広報広聴係

　　　　　　　　　　　　（石井）　１９１
まちづくり協働課 広報広聴係
　　　　　　　　　　　　（石井）　１９１

問
内
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保
育
所
（
保
育
園
）

入
所
（
入
園
）
者
募
集

　

平
成
26
年
４
月
に
入
所（
入
園
）

す
る
乳
幼
児
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
保
育
所
（
保
育
園
）

市
立
関
本
保
育
所

☎
㊻
１
２
６
２

市
立
木
皿
保
育
所

☎
㊷
０
３
９
９

私
立
み
な
み
保
育
園☎

㊸
２
０
１
９

私
立
磯
原
保
育
園

☎
㊷
０
７
３
７

私
立
大
津
保
育
園

☎
㊻
５
８
１
１

私
立
中
郷
保
育
園

☎
㊷
２
７
８
８

○
入
所
（
入
園
）
基
準

・
父
母
が
昼
間
就
労
し
て
い
る

・
出
産
、
病
気
等
で
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
（
期
間
限
定
入

所
と
な
り
ま
す
）

・
そ
の
他
保
育
に
欠
け
る
場
合

○
申
込
期
間　
１
月
15
日
㈬
～
31

日
㈮
（
土
日
は
除
く
）

○
申
込
書
類　

入
所
申
込
書
、
就

労
証
明
書
、
世
帯
状
況
調
書
、

保
育
料
納
入
誓
約
書
、
平
成
25

年
分
源
泉
徴
収
票
、
平
成
25
年

分
所
得
税
・
住
民
税
申
告
書
の

写
し

情
報
B
O
X

■
法
務
局
公
開
講
座
受
講
者
募
集

　

相
続
と
登
記
を
テ
ー
マ
に
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
と
き　

平
成
26
年
２
月
７
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

○
と
こ
ろ　

水
戸
地
方
法
務
局
日

立
支
局
１
階
会
議
室

　
（
日
立
市
弁
天
町
２
‐
13
‐
15
）

○
募
集
人
数　
20
人
（
先
着
順
）

○
参
加
費
用　
無
料

○
申
込
方
法　
電
話
で
左
記
へ

※
駐
車
場
が
狭
隘
の
た
め
自
家
用

車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
水
戸
地
方
法
務
局
日
立
支
局

☎
０
２
９
４
‐
21
‐
２
２
５
３

■
絵
画
展
「
絵
で
伝
え
よ
う
！

わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
」

　

わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
を

テ
ー
マ
と
し
、
市
内
小
中
学
生
か

ら
募
集
し
た
絵
画
作
品
の
展
示
会

と
表
彰
式
を
開
催
し
ま
す
。

○
と
き

　

12
月
22
日
㈰
、
23
日
㈪

○
と
こ
ろ

　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
表
彰
式　

23
日
午
前
10
時
～

募  

集

※
申
込
書
等
は
左
記
に
あ
り
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
各
保

育
所
（
園
）
の
案
内
が
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

申
問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

（
鈴
木
）
内
１
３
３

問
北
茨
城
ユ
ネ
ス
コ
協
会

（
水
野
）
☎
㊻
５
５
０
７

■
造
林
補
助
申
請
と

　
山
行
苗
木
の
注
文
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
期
限
は
、
左

記
の
と
お
り
で
す
。

○
造
林
補
助
申
請

　

12
月
20
日
㈮
ま
で

○
山
行
苗
木
注
文
締
切

　

平
成
26
年
２
月
28
日
㈮

※
造
林
、
保
育
、
除
間
伐
等
の
山

林
の
手
入
れ
は
順
次
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
北
茨
城
市
森
林
組
合

　

山
元
貯
木
場　

☎
㊷
１
３
２
９

講 座 名 定員 実施日時
アーク溶接特別教育
　　講座（B）

１５名 １/20 ㈪、21 ㈫、22 ㈬
　　　　9:00 ～ 17:00

■日立産業技術専門学院講座案内

※労働安全衛生法に基づく講習		
○申込方法　電話にて下記へ（先着順）
○受講料　　 ２９００円		

日立産業技術専門学院		
☎０２９４‐３５‐６４２３

北朝鮮人権侵害問題啓発週間
１２月１０日～１６日

「許さない　あきらめない」
　ある日突然連れ去られ　今も救出を待ち続
けている
　拉致問題のことを知ってください。
　関心を持ってください。
それが、この問題の解決のためにとても大切
な一歩となるのです。

政府拉致問題対策本部
http://www.rachi.go.jp/
法務省
http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken103.
html
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休日の
当番医

診療時間　午前９時～午後５時

12／8 なかの循環器科・内科クリニック
☎ 30-1002( 中郷町 )

15 市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

22 あおぞらクリニック
☎ 30-7770( 中郷町 )

23 北茨城中央クリニック
☎ 30-1600( 磯原町 )

29 いそはらクリニック
☎ 30-1580( 磯原町 )

31 瀧病院
☎ 42-1221 ( 磯原町 )

1/1 市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

2 市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

3 廣橋第一病院
☎ 46-5111 ( 関南町 )

5 市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

市立図書館　☎ 42－1451

12月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

は休館日

市立図書館
月12 - December -

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
12 月 25 日㈬の午前 10 時から 11 時
幼児を対象に絵本の読み聞かせや紙芝
居、手遊びなどをしています。

●怪物商人

●ガンコロリン

●だから荒野

●蛇行する月

●北天の馬たち

●しろうさぎとりんごの木

●としょかんのよる

●サンタさんのトナカイ

●はりねずみのルーチカ

●花びら姫とねこ魔女

江上　　剛

海堂　　尊

桐野　夏生

桜木　紫乃

貫井　徳郎

石井　睦美

ローレンツ・パウリ

ジャン・ブレット

かんのゆうこ

朽木　　祥

相　談　と　健　診
☆各種健診など☆各種相談など

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
12 月 19 日㈭、1 月 16 日㈭、30 日㈭
[ 大津町公民館 ]
12 月 12 日㈭、26 日㈭、1 月 9 日㈭、23 日㈭
どちらも午後１時～４時

　問 社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　
　12 月 18 日㈬、1 月 15 日㈬
　午前 10 時～午後３時
　大津子どもの家

問 社会福祉課　内１３２
■いばらき就職支援センター出張相談
　12 月 17 日㈫　午前 10 時～午後３時
　市役所４階 401 会議室
　問 商工観光課　内３６２

■歯の相談（要予約）
12 月 25 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

■精神保健相談（要予約）
　12 月 16 日㈪、1 月 15 日㈬
■４カ月児健康診査
　12 月 19 日㈭
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

12 月 20 日㈮　午後１時～１時 30 分受付
■３歳児健康診査

12 月 13 日㈮、1 月 10 日㈮　午後１時～２時受付
■２歳児歯科健診

平成 26 年 2 月 6 日㈭
午後１時～１時 30 分受付

■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　12 月 25 日㈬　午後１時～２時受付
問 保健センター　☎４３‐１３１０

v j

休日・夜間に
病院を探すとき

茨城子ども
救急電話相談

県救急医療情報
コントロールセンター
☎029-241-4199

プッシュ回線・携帯電話　☎＃8000
すべての電話　☎029-254-9900

（年中無休）
◆平日：午後6時30分～11時 30分
◆日・祝日：午前9時～午後5時

今月の納税
国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

固
定
資
産
税

納
期
限　
　

 

12
月
25
日
㈬

12/27 ㈮〜 1/4 ㈯は休館です。
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うちのうちの

（父 伸英さん 母 香織さん） （父 崇さん　母 智美さん） （１歳2カ月　磯原町）（１歳2カ月　中郷町）

市
村

住
谷 実 愛椛 歩

「かわいい笑顔の椛歩
ちゃん。あんよが出来
るようになりました。
ごはんも好き嫌いなく
たくさん食べてくれま
す！家族みんなのアイ
ドルです！」

み　あか　ほ
ち　ゃ　　ん

ち　ゃ　　ん

八重の花を咲かせたホトトギス
広瀬　和代さん宅（中郷町）

山野草愛好家の広瀬さんが栽培するホトトギス。
通常は６枚の花びらですが、この株は八重の花を咲
かせた珍しい種類だそうです。季節によって水やり
の方法を変え、葉が焼けないように陽のあたり具合
にも十分気をつけて管理しています。

「お歌が大好きなみあ
ちゃん。いつもリズム
に合わせておどってい
ます。たくさん遊んで
笑顔がすてきな女の子
になってね。」

市の人口と世帯　平成 25年 11 月１日現在　（　）は前月比

総人口… 44,728 人 （ − 54） 出　生… 21 人 （ 　− 4）

男… 22,045 人 （ − 33） 死　亡… 55 人 （ ＋ 10）

女… 22,683 人 （ − 21） 転　入… 74 人 （ − 17）

世帯数… 16,898 世帯（ 　− 4） 転　出… 94 人 （ ＋ 10）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市
編集／まちづくり協働課
〒 319−1592　
北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 0 2 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

　

甘
え
ん
坊
な
ゆ
ず
ち
ゃ
ん
。
み
ん
な
に
撫
で
て
も
ら
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の
が
大
好
き
！
可
愛
く
て
、
い
つ
も
一
緒
に
寝
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
を
癒
し
て
ね
♪大津町・鈴木さん宅の

（チワワ・オス・３歳）

ゆ ず

岡
倉
天
心
の
愛
し
た
風
景
が

『
国
登
録
記
念
物
（
遺
跡
・
名
勝
）』

に
な
り
ま
す

　
大
津
町
五
浦
に
あ
る
岡
倉
天
心
の
旧
宅
（
茨
城

大
学
五
浦
美
術
研
究
所
）
な
ど
が
「
岡
倉
天
心
旧

宅
・
庭
園
及
び
大お
お
い
づ
ら

五
浦
・
小こ
い
づ
ら
五
浦
」
と
し
て
11
月

15
日
、
国
登
録
記
念
物
へ
の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
近
日
中
に
告
示
さ
れ
ま
す
。

　
登
録
記
念
物
と
は
、文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、

文
部
科
学
大
臣
に
よ
っ
て
登
録
さ
れ
た
保
存
及
び

活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
記
念

物
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
は
日
本
近
代
美
術
の
歴
史

及
び
造
園
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
意
義
深
い
事

例
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。


